
第一部/教 育 改 革 の 座 標 軸 はC・PLATS!

11輯1 これからの授業と
C-PLATS 平成23年3月10日 困

於・シーサイドホテル舞子ビラ神戸

キャリアセンター部長

芦原直哉

みなさんこんにちは。キャリアセンター部長の藍 原でござ

います。今から2時 半まで『これからの授業 とC-PLATS』

についてお話させていただきたいと思います。

先 日のフォーラムにご参加いただいた教職員の皆様 に

は重複するかと思いますがご容赦下 さいませ。本 日はいた

だいた時 間の関係 でフォーラムの内容の6割 カット程でお

話しさせ ていただきます。従いまして、先 ほど理事長から現

在の日本の置かれている状 況、求められている人材 につ

いてのお話をいただき、この後に大西先生か らもその辺り

のお話があるとお聞きしておりますので、第1章 、2章あたり

は飛ばしていきたいと思います 。

今日のお話の内容は目次のとおりです、第1章 の「未曾有

の就職難」、第2章 の「求められる卒業生 の質保証と大手

前大学の先駆 的取り組み」は重複しますので、頁をめくる程

度にしたいと思います。従いまして、第3章 の「社会が求める

人材」からお話を中心的に進めていきたいと思います。

はじめに

私は教育関係ではなく、ビジネス界で長い間活動 して参

りました。8年前から経営 コンサルティングの傍 ら、ある大学

の非常勤講 師として教壇 にたったのがこの教育界 に入る

きっかけでした。当時、主にM&Aの コンサルティングを行っ

ていましたが、初めて大学 に行って教壇 に立った時、愕 然

としました。寝ている学生がいるのです。しかも2割 も…。そ

の大学の偏差値 は42くらいですが、初年次から課題と論

述試験 を課す厳 しい教育 で有 名な大学 なので私 語をす

る学生こそほとんどいなかったのですが、寝 ている学生が

いる、どうなっているのだと…。当時は2000年 代初めで就

職氷 河期といわれ今と同様 に就職 が厳しいというときに、

のんびり寝ている学生がいるのです。

はっきり申しまして、企業で講演しますと1人何 万円も、場
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合によっては10万 円以上 払って、セミナーを受講しにくるわ

けです。それをもったいなくも学生 が寝 ていることは私に

とって大 きなショックでした。ビジネス界では講演者が受 講

者を寝かすことは許されませ ん。私 は授業のやり方が良く

なかったのではないかと反省しました。

意欲を持って参加する企業研修と異なり、学習意欲のな

い学生にどうやって意欲 をもたせるかというところから入っ

ていかなければならなかったのではないかと強く反省しまし

た。そして、くやしかったのでいろいろな授 業の方法を試し

てみました。そこで行 き着いたのがPBL型 の授 業でした。

要約

私が本日申し上 げたいことは、① 就職難は一 時的なもの

じゃない。② 産業構造 の変化 、変革は卒業生の質保 証を

求めている。③社会が求めている人材像 は一言でいえば

問題 解 決 力=就 業 力であ る。④ 本 学 は問題解 決 力=

C-PLATSを 基盤としたリベラルアーツカレッジを目指す 。⑤

C-PLATS能 力開発 のキーメソッドであるPBL型 学習と

SDL型 学習を強力に推進していかなければならない、この

5つ です。

SUA+lhAARY

一
五 豊卑掌 ■呑占湘 塔一11写 、ユ軍「胴旧監騨A即1■ 岨 繭力1轟 昏

ロ　 カ　ニゆキ　オむドでゆ ゆサ　い サロまコ　ココ　サゐ　一
就職難は一時 的なものではない

まず第1章 「未曾有 の就職 難」についてお話します。景

気の問題があるというが本当にそうか、実 は違うのではな

いか。長期的にこの就職難は続くのではないかというのが

私の考えです。先日のフォーラムで参加者に景気が良いか

否かを挙手 してもらいました。本日は時間がないので手を

挙げていただきませんけれども、日本 の景気が良いと思う

方は1人 でした。大多 数の方が景気 は悪いと思っている。

そうでしょうか。これは先月[2011年2月11日 付]の 日経新 聞

です。上場企 業今期経常利 益53%増 で3分 の1が リーマ

ンショック危機 を前 に回復 した、2期連続の増益、売上も6%

増、リーマンショック前の回復まであと一 歩、V字 型回復な

どと書かれています。しかし景気 の良い感覚は庶民 にはな

い。これはどういうことか。先ほど理事長からもお話がありま

したように、企業 は海外で稼いでいるのです。企 業は海外

で、海 外の人 たちが 、あるいは日本 の従業 員が 海外へ

行って稼いでいるのです。というわけで国内は景気が良い

感覚はないということになるのです。

一方、就職状況 は景気が 良いにも関わらず過去最低と

いう状況です 。この記事は日経電 子版で本 年度は過去最
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低を下回っているとあります。昔は景気が良くなれば就職

が良くなると言われてきましたが、そうではないという現在

の産業構造を示しているのです。

原 因は人材のミスマッチ

企業は景気回復途 上で人材 を必要としています。従っ

て、人材需要 はあるのです。しかし、人材の量的・質的 ミス

マッチが起きているのです 。まず量的ミスマッチですが、需

要 はあるのですが、供 給がそれ以上に増 え、供給過多 に

なっているのです。その理由は大学が増 えていっているか

らです。

質的なミスマッチについては、人材ニーズと大学卒業生

の質が合っていないのです。企業 はグローバル社会でアグ

レッシブに活動 できる人材を求めています。ビジネスの土俵

は日本国内では縮小 し、中国はもちろんのこと、バングラデ

シュ、タイ、インド、中東 、南 アメリカなど海外、しかも発 展途

上国に移っているのです。それに対 して大学生は、神戸の

学生 が「大阪は遠 いからいやだ。」というわけです。大阪が

いやだと言っている人がバングラデシュに行 けとなると辞め

てしまうわけです。企業はどんなところでもアグレッシブに活

躍 できる人材 を求めています。数 日前 に、日経 ビジネスに

2004年 をピークにガムが売れなくなったという記事がありま

した。とくに若者 に売れないのだそうです。ロッテがなぜ若

者 がガム離れをしているかを調べました。驚 くことに「噛 む

のが面倒くさい」というのです。それと銀紙から取るのが面

倒 くさい、また捨 てるのも面倒くさい。だか らガムはいやだと

このようにいうのです。企業はガムを噛むのを面倒くさいと

思うような学生 はいらないのです 。そのようなミスマッチが

起きているということです。

有効 求人倍率のグラフをみてみますとリーマンショック後

大 幅に下がっていますが、2000年 前後と比べればまだ高

いです。2000年は有効求人倍率 が0.99まで落ちたのです

が、昨年1.6に 、今年 は1.34とまだ一応 上回っています。求

人のほうが多 いわけですから計算上は大学生 全員が就

職できるはずだということです。

卒業生数のグラフをみていただくと、高卒と短大卒が大

幅に減 少しているのに対 し、大 学卒業生 が増加していま

す。専門学校 卒は1990年 代か ら大幅 に増加しています。

日本の大学数778校 というのはアメリカに次いで世界 トップ

クラスです。昭和30年 代 は中学卒が金の卵と言われた時

代 、そして中学 卒から技術 をもった工 業高校、あるいは商



業 高校 の人たちが 求められた時代 、そしてバブル崩壊 後

の1990年 代半 ばから高校卒が大幅 に減り始め、短 大卒も

減って4年 制大 学が増えていったのです。それと時期をあ

わせるように大学 生の就 職率が下 降していきました。しか

し、小泉総 理の時代に好 景気が続き一 時的に上 昇しまし

たが、リーマンショックによって未曾有の就職難 に陥ったと

いう状況です。

今や、2人に1人 が大学に進学し、残 りの半分 の半 分、

つまり4分 の1が 専 門学校に進学しています。ということは、

4人 の内3人 が高等教育機 関で学んでいるという状況 な

のです。

業種別 の有効求人倍 率をみてみますと、やはり金融、損

保、保 険会社 、生保など金 融機関は人気 が高く有効 求人

倍率 は0.21と厳しい状況です。一方、流 通業では4.66倍 と

いうことで、なかなか求 人しても学生 が来てくれないという

状 況です。製造業でも同じことがいえます。求 人数でみま

すと流 通業と製造業の二つの業種を合 わせて大学卒 業

数と同じくらいになりますから、実は学生 が業種 を選 ばなけ

れば就職できるという状況です。

職業 別就職者をみますと、理工系は大学院にいかない

と良い企 業に就職 できないということで進学者が増 え、就

職者が減 少しています。医療 関係への就職は増えている

けれども介 護系 が多いのが現状 です。介護系 は求人が多

いのですが 、学生には3Kと して嫌がられる職場 と言われ

ています。文 系の人たちの就職先として多いのは事務 職

や販売 職です が、この分 野は派遣社員、契約社員、パー

ト、アルバイトに置き換わっており減少 しています。その他の

サービス業 が増えているのはサービス化の進展によるもの

だと思います。産業構造の知識化、情報化 、サービス化が

進んでいるのです。

先 ほど申し上げた日本の空洞化が大きな影響を与えて

います。ビジネスのグローバル化 と日本の企 業の海外移 転

です。以前は生産 の海外移転による空洞化でしたが、今 日

ではマーケットもアジアなど海外へ移ってしまい、日本企 業

は海外で生 産して海外で販 売するという二重 の空洞化 に

陥っているのです。その結果、企業 は外国人採用をどんど

ん増やしています。この「ライバ ルは外 国人留学生」という

日経新聞の記事を紹介します。ソニーも日産もそれからオリ

ンパスも、トップはどんどん外 国人になってきています。近い

将 来、経営トップの半分ぐらいが外 国人になるということも

あながち大 げさではないと思 います。

1日目・第一部/教育改革の座標軸はC・PLATS!

これ か ら の 授 業 とC-PLATS・ 芦原 直 哉キャI」アセ。タ.部長

それから「厳選採用」という記事がありますが、企業 はも

う必要最小限しか採用 しないのです。これまでのように取 り

あえず 人材確保 ということはなく、必要がなかったら、ある

いは基準に達しなかったら採りませ んということです。例え

ばインターネットイニシアチブ社には去 年6000人 の学生が

応募 したにもかかわらず、彼らの目で取ってもいいと基準に

達したのはたった60人 しかいなかったという記事が 出てい

ます。つまり、100人 に1人 しか企業が求める人材はいない
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ということです。

社会が求める人材としての質保証の必要性

このような就職のミスマッチが起きているのです。それで

は、このような環境において学生や大学はどのように対応

するべきか、ということですが、個 の々学生は企業の求める

能力を習得しなければなりませんし、大学は能力を養成し

社会に対して「卒業生の質の保証」をしなければいけない

ということです。

■耳風生口り匿慌胃と孟子函卯生駆帥噛闇

臨童罫棚〕武富草に占駄●睦o高 辱軸實左胡‡白qに蜜革す`こ とが
温られてい石中.大 手劇 ‡蓋陞舶歌網壱行ウτ塵た.

1皐國上由國arzh十C'4旧 欄團巳_anise胃

日車〇六学蟷、」1A'うん7-,仁よ6簡 的凸蟄龍力左聾詑す略ことrく、曜
璽昇の彊いム.甘書璽に応`て 蛆膚乱造的に撃生音杜曲に壷リ出した由
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リベラルアーツ教育と戦後の日本の話をすると長くなりま

すが、やはり戦前、日本のリーダーをじっくりと育てるリベラ

ルアーツ教 育が行われていた「旧制 高等学校」を戦後 に

復活できなかったというところが大きいと思うのです。結局、

戦後 の教 育体系 は大 学四年 間の内、最初の2年 間を教

養と称 し、後半 の2年 間で専門教育を行うというシステムと

なりました。このシステムによって、知識偏重 で粗製濫 造型

の教育体系となってしまったのです。

また、産業界 も産業界 で、高度経済成 長時は 「人手が

欲しいから教育はどうでもいいから人をよこせ。」、「大 学院

に行 くより、早くうちに来てくれ。」、「能力 なんかいらない、就

職さえしてくれれば企業内で教育する。」とどんどん人を早

くよこせと言っていたのです。そういう時代が長く続いたの

ですが、ここにきて急に企業は大学 に「卒業生 の質の保

証」を求めるようになったのです。そして、挙げ句の果てに

日本の学生 はダメだと言 って海外 に人材 を求めているの

です。

産業界 も非 常に自分勝 手ですけれども、産業界 が変

わったら大学も変わらないと生 き残っていけないということ

になります。多くの短大の経営 が成り立 たなくなっている事

例が紹 介されましたけれど、大学でも同じような現 象がこ

れから間違いなく起きます。おそらく200校 くらいの大学は

なくなるだろうと思います。そうすると底辺の大学から破 綻

することになりますが、中堅といわれたところが今度は底辺

になり、破綻予備軍となるのです。

入 学の難易 度を縦 軸に取 り、卒業 の難易度 を横軸 に

取った図で示 しますと、アメリカの大学は、ハ ーバード大学

などの名門大学 はどちらも難しいのですが、州立大学 など

の多くの大学 は入 りやすいけれど出るのは難 しい。いわゆ

る「卒業生の質の保証 」をしている。これは米国が日本より

ずっと早 くに大学のユニバ ーサル化が始まり、その対応 と

して卒業を難しくして「質の保証」を行っているからです。

一方、日本の名門大学は入るのは難しいが卒業は比較

的容易 です。一方、中堅大学 から下 は入学 も卒業も容易

であり、少子化で学生を奪い合う状況において、その傾向

は益々強くなっています。つまり、学生が集まらないから容

易に入学 させ、卒業もさせるのです 。しかし、それで良いの

でしょうか。日本の大学もユニバーサル化へ の対応 として、

入学を容易 にするのは良いとして、卒 業においては「質の

保証」をしないといけないと思うのです。良い事例として東

大の偏 差値を抜いたといわれる秋 田の国際教養大 学が



あります。この大学 、なかなか卒業できない。GPAで2以 下

が4期 続くと退学勧告というように、厳しい基準を設けてお

ります。入口の定員を減らして学 生の質を確保 し、出口は

厳しい基準を設ける大学も出てきています。いずれにして

も、質の保証 をしなければ、日本の大 学は今 後生き残 れな

いということは確かだと思います。

リベラルアーツ教 育によって知識偏重 から能力 開発へ

質 の保証 には2つ の方 向があります。一つはリベラル

アーツ、もう一つは専門化です。リベラルアーツ大学は卒業

後どんな分野に就 こうとも、社会で活躍できる知的基盤 能

力を持っている人材を養成することを目的としています。こ

れは先ほど理事長からご説明があった通 りです。そして本

学は数年前にリベラルアーツ大学を目指そうと決めたわけ

です。

TheHiddenIviesに よれば、米国のリベラルアーツ大学

が目指すゴールというのは「問題解決 能力」です。そして、

この本 によれ ば、後 ほ ど説 明 させ てい ただきます新

C-PLATSの10の コンピテンシー全部が何らかの形で入っ

ています。本学が 目指すリベラルアーツ教 育は"物 事を知っ

ている"という単 なる教 養ではなくて、"実際に物事をやり遂

げることができる"知的基盤能 力というべきものなのです。

大手前 大学は数年前からリベラルアーツカレッジを目指

して 、大 学 改 革 を進 め てまいりました 。その 中 心 が

C-PLATSで あり、当初 は学生の6つ の能 力(コ ンピテン

シー)を 開発 する取り組みを行ってきました。それから、国

際交流 、地域貢献 などにも取り組んできたわけですが、こ

れをさらにバージョンアップしていこうというのが今 回の改

革の話であります。まだまだ緒に就いたばかりで、改革に終

わりなしでございます。

社会人基礎力とは「問題解 決力」である

今回の改 革の大きなポイントは 「理念の体系化」です。ま

ず、C-PLATSの コンセプトを明確化 し、能力 の定義、開発

目的、クライテリア、メソッド等をまとめた本 格的なコンピテン

シーディクショナリーを造り上げ、外部有 識者からの評価も

できるようしていくことでした。しかし、これは作ったら終わり

ではなくて、日々バージョンアップしていくことを考えていま

す。今晩、6つのファカルティーに分かれてミーティングを実

施していただきます けれども、このミーティングをスタートとし

て、開発し続ける、そういうラーニング・オーガニゼーションに

1日目・第一部/教育改革の座標軸はC・PLATS!
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したい、しなければならないと私は考えております。

それでは、C-PLATSが なぜ10の コンピテンシーなのかと

いうところをお話していきたいと思います。まず行政も能力

開発 への取り組みを初 めています ので、それから簡単 に

見ていきたいと思います。行 政もこれまでの知識偏重 型教

育から能力開発型の教育へ の転換をはからなければ日本

の国力が弱 くなっていくという危機感 があるのだと思 いま

す。行政 によって表現は異 なりますが、「問題解 決力」のこ

とを言っているのだと私は受 け取っています。

経 済産業省が2006年 に「社 会人基礎 力」の養 成を提

唱 しました。そのコンセプトは経済、企業側 から大 学の卒

業生に求める能力ということであろうかと思 います。文部科

学省も2008年 に「学士 力」を提唱しています。そして、昨年

には「就業 力」という表現 を使って大 学の能力 開発への

支援事業を開始しました。

社会 人基礎 力はご存 じの通り、アクション、シンキング、そ

してチームワークカの3つ の能力からなります。そして、この

3つ の能 力の中に12の サブコンピテンシーが入 っていま

す。それから文部科学省 は学 士力の体 系で、「課題解 決

力」という表 現が使われており、知識 ・技 能態 度 の3つ で

構成されています。

今 回のC-PLATSコ ンセプトワークにあたってまず考えた

のは社会人として備えておかなければいけない能力とは

何かということでした。古今東 西、人 間の能力 についての

考え方について調 べていると戦前 までよく使われていた

「智情 ・意」ということに行き当たりました。これは今でも通

じるのではないかと思 うのです。「意」は強い意志、どんな

に苦しくてもそれを乗 り越 え、そしてやり遂 げるという強い

意志です。「智」は英語 で言 えばインテリジェンスだと思い

ますがインテリジェンスはナレッジとコンピテンシーに分類す

ることができます。これまでの教育は知識、つまりナレッジの

面に多くの時間を割いてきたわけですが、社会ではナレッ

ジよりも寧 ろコンピテンシー、知的な能力基盤といいますか、

問題 を解 決する能 力に重 きを置いています。しかし、決し

てナレッジを無視 するのではなくて、むしろナレッジを使って

物事を解決すること、つまりナレッジとコンピテンシーが車の

両輪となる教育のあり方が望ましいのではないかと思うの

です。最後の 「情 」ですが、まさに情操 教育で感情や情 緒

を育み、道徳観や価値観を養うことが必要ということです。

これは一般大 学で教えることが 難しい分 野だと思います

が、この度客 員教 授になられた塩屋先生 の映画の製作は



プロジェクト・ベースド・ラーニングとしての教育効 果は効 果

が期待できるのではないかと思います。

話をナレッジとコンピテンシーに戻しますと、この二つは車

の両輪といいます が、ナレッジ=知 識は「物 事を知ってい

る。」ということで戦後 の日本の教育 は知識 を詰め込む教

育でした。しかし、これから求められるのは「物事を実際に

できる。」という能力、つまりコンピテンシーの養成です。コン

ピテンシーというのは知識を道具として使いこなして物 事を

解決する能力ということです から、ナレ・ッジがなくてコンピテ

ンシーだけあるというのもまた困った状況です。そうではな

くてバランスだということです。日本の戦後 の大学教 育にお

いては、この コンピテンシー開発 のところは弱かったわけ

で、これからはコンピテンシーの開発をバランスよくやってい

かなければならないということでございます。

次に就職できる学生を分析 してみたいと思います。私、

今年度キャリアセンター部長 を拝 命しており、この1年 間就

職できる人材像を分析 してみました。縦軸に知識、横軸に

能力・意 欲をとって4ア イズを作成 しました。たとえばSPI、

GPAが 高い学生 は縦軸の上、下は知識 レベルが低いとい

うことになります。横軸の右方向は行動能力や意欲 があり、

左は乏しいというものです。まず、知識も能力・意欲 も高いと

いう学生 は全く問題 なく就 職できます。まさに社会 が求め

ている人材です。

次に、最近就職 できなくなってきたグループが知識 はあ

るが能力や積極性 に欠ける学 生です。真面 目な女子学 生

でGPAは3.5く らいあるけれども人前で話せ ない、恥ずかし

い、下を向いてしまうというグループで、ほとんど面接 で落ち

てしまいます。

一方知識は乏しいけれども行動力はある。このグループ

の学 生の問題 は筆記試験をどうクリアするかですが、筆記

試験さえクリアすれば内定を取 る確率 は高くなります。問

題は卒業できるかどうかです。実は、私自身学生時代はこ

のグループでした。勉 強をせずスポーツや趣味に明け暮れ

ていたので知 識は乏しかったですが、やる気と行動力 はあ

りました。従って、私は非常にこの学生達に親近感を覚える

のです。このグループの学生 はたとえ語学ができなくても世

界中どこでも行きます。例 えば、今 度バングラデシュで工場

を作るということになったとしたら、率先して手を挙げて翌日

からパンツ3枚 持って行ったきり仕事をやり遂 げるまで4～5

年くらい帰ってこないというタイプです。彼らは語 学ができ

なくても、身振 り手振りで地元の人たちとす ぐに仲良くなっ

1日目・第一部/教育改革の座標軸はC・PLATS!

こ れ か ら の 授 業 とC-PLATS・ 芦 原 直 哉キャリァセ。タ.部艮

て、地元のお祭りに呼ばれるといった人たちです。

最 後に知 識も能力も意欲もないというグループですが、

これはどうしようありません。就職はほぼ不可 能です。この

グループはまず何 事にも興味や意欲を持たせることから始

めなければなりません。

これまでみてきたとおり、就 職できる人材、社会が望 む人

材を分析 してみますと「問題解決力」、しかもグローバルで

高 度な問題解 決力が必要不 可欠だといえます。日経ビジ
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ネスの2月7日 号 の記事 にワークスアプリケーションズという

ソフト開発企業 の記事 が載 っておりました。同社が求める

人材を「0から1を生 みだすための論理 的思考力と、発想

転換力を併せ持つ問題解決型の人材」と定義づけている

ということで、や はりこの会社も採用するのは問題解 決型

人材だと言っています。同社はインターンシップなどで学生

をウオッチして、その中で学生の問題解決力をつぶさに見

ていくそうです。一方の学生も同社の社風や求められる能
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力を肌で感じて入社します。さらに入社後も問題解決力を

養う教育を行っています。結果として問題解決能力に優

れ、かつ個性的なとんがった人材ばかりを採用し教育して

いくとのことで、やはり社会が求めている人材は「問題解決

力」ということは間違いないと思います。

C-PLATSの トータルコンセプトは「問題解決 力」

これからが主 題である新C-PLATSの 説明ということで

ゆっくり話 していきたいと思います。これまでのC-PLATSに

はトータルコンセプトといったものがありませんでしたが、新

C-PLATSで は 「問 題 解 決 力 」としました。今 後 は

C-PLATS=問 題解決力と認 識を統一したいと思 います。

しかし、単に問題解決力と言ってもどうしたら問題解 決力

を養成できるのか抽象的になっていまいます。そこで、問題

解決のために必要なサブコンピテンシーを考察しました。そ

れが新C-PLATSの10の コンピテンシーです。

新C-PLATSの 全体像 はOCD*の 表紙 に出ているピラ

ミッド型の図です。チームワークと社会 的責任 という社 会性

基盤 能力の上に2つ のC-PLATSが 積み上 げられていま

す。人 間は一人では生きていけない、社会 の中で助け合っ

て生きていく、そのためにはチームワーク、社会 的な責任を

負っているという自覚、そしてそれを果たすという強い意志

や意欲 が必 要だろうというのが社会性基 盤能力です。そ

のTSの 上 に1番 目のC-PLATSで ある思考基 盤能力、こ

れは創 造力・計画力・論理的思考力 ・分析 力からなります。

この4つ は思考 に関する能力 です。その上 にもう一つの

C-PLATSで ある行動 基盤能力であるコミュニケーション・

プレゼンテーション・リーダーシップ・行動力があります。これ

らをバランスよく習得することによって社 会で困難 な問題を

乗り越えていくことができるのです。

*OCD…OtemaeCompetencyDictionary2011(問 題角翠決能力開
発メソッド・C-PLATS～大手前能力開発辞典～〉

まとめますと、C-PLATSと いうのはリベラルアーツカレッ

ジである大手前 大学がその使命としてすべての学 生に習

得 させる社 会人基礎 力の体 系であり、そのコンセプトは

「問題解決力」です。具体的には将来学生が どのような道

に進 もうとも、数々の困難な問題を乗り越えて自らの人生を

切り開いていくための10の コンピテンシーの習得 です 。先

ほどご説明した経済産業 省の社会人基 礎力の3つ の能

力は、アクション、シンキング、チームワークでした。意識は全

くしておりませんでしたが、最終的には経 産省が求めてい



る社会人基礎力と大きな考え方の隔たりはないのではな

いかと思います。

10の コンピテンシーは問題解決 に必要不可欠な能力

それでは、問題解 決のための10の コンピテンシーを決 定

したプロセスをご説 明したいと思 います。まず 問題 解決と

は何 かというところから始めました。実 は、私は授 業で問題

解決を教えています。問題とは現状とあるべ きギャップのこ

とをいいます。従って、問題解決とはその現状 とあるべき状

況を特 定し、そのギャップを埋 めることです。問題を特 定

し、解 決策であるオプションを創造してその中から最も良い

オプションを選択 して実行・達 成する能力が 問題解 決能力

だということです。

ギャップを埋 める方法は2つ あります。1つは現状をある

べき状態 にするのであり、他方 はあるべ き状態を現状に下

げて問題解決 する方法です。後 者を一般 的には「あきら

める」といいます。当然前 者でなければなりません。

最近すぐに「あきらめる」学生が多いことを危惧 していま

す。若 い頃か ら常 に高い課題を自らに与えてチャレンジし

ていかなければ成長しません。若い人の中にも高い目標に

チャレンジする人も多 くいます。たとえば石川遼くんは常に

高い目標をかか げてチャレンジしています。それが多くの

人に感動を与えるのです。

では、問題解決す るためのプロセスを行動 から逆順で

考えてみましょう。まず、問題解 決のための行動 する前に

何を行動するべきか決めなければいけませ ん。いわゆる意

志決定です。意思決定を行うには現状がどうなっているか

を把握しなければなりません。

従って問題解 決は、まず問題認識 から始まります。現状

がどうなっているのか、あるべき状態 はどのような状 態かを

分析するのです。次に、問題 の根本 原因や解決するため

に何が 障害 になっているのかなどの分析 をし、その問題を

特定します。問題が特定できたらその解決オプションの創

造と選択が必要となります。そこで必要な能力が創造力で

す。考えうる全 てのアイデアを出して解決オプションを創造

して、その中から最も適切 なオプションを選択 し、計画 を立

て、組織に提 案し、意志決 定をして実践 ・行動 するのです。

この問題解決プロセスの順 に、分析 力、創造力、計画 力、

提案力、行動力、この5つ の能力が必要 だということがお

解りいただけると思います。

しかし、5つの能力だけでは問題を解決することはできま

1日目・第一部/教育改革の座標軸はC・PLATS!
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せん。問題解決プロセス全般 に必 要な基礎 的能力 が必

要です。それは、コミュニケーション、論理的思 考、チーム

ワークとリーダーシップ、そして基盤 となる社会 的責任の5

つの能力です。従 って、問題 解決には問題解決 プロセス

の5つ の能力と5つ の基礎的能力 を合 わせ た10の 能 力=

コンピテンシーが必要不 可欠だと考えるのです。

これらのサブコンピテンシーというのは、その一つだけ機

能するものではないのです。例えば、論理 的思考はロジカ

ルスピーキングとしてコミュニケーション能力と関係します

し、ロジカルプレゼンテーションとしてプレゼンテーション能力

とも関係してきます。それぞれの能力を開発すると、その他

の能力 が相 互に開発されていくのです。強 い関係 、弱い

関係 があるものの、一つの能力 を開発 していくことによっ

て、その能力だけではなく違う能力も同時 に開発されてい

くと考えています。

そして、大学全 体で統 一した認識を持つ為にそれぞれ

のコンピテンシーの定義を定めました。プロジェクトチームで

何度 も話 し合って幾度 となく書きなおしをしてこの定義 に

至ったものであります。当面はこの定義でいきたいと思いま

すが、修正が必要であれば、1年後か2年 後に見 直すこと

も考えています。

C-PLATSは 大学理念体系実践基盤

建学の精神である「StudyforLife」 が大 学理念体系

のピラミッドの頂上にあるとすれば、それを実現させてのビ

ジョンがリベラルアーツカレッジとなります。リベラルアーッカ

レッジとして「StudyforLife」 を実現 するのです。そして、

その実現の基盤となるのがC-PLATSで あり、そのキーメ

ソッドが後ほどお話させていただくPBLとSDLで す。

この能力 基盤 を強化 す るために今 回 お配りしました

OCDが あり、具 体的にコンピテンシーを開発す る組 織とし

てコンピテンシー・ファカルティを創設 しました。このコンピテ

ンシー・ファカルティは今晩初 めての会合を持 つわけです

が、考え方としましては毎 月1回 お集まりいただいて、能力

開発をどのように行うか、あるいは授業メソッドの成功 事例

などを相互に情 報交換しなが ら、メソッド集を造り能力開発

技法と共有することを目的としています 。実は今 回のメソッ

ド集 は一般的なものだけを参考のために作成しています。

従って約200頁 で2セ ンチほどしかありません。ファイルは5

cmあ りますが、これから開発してどんどん増 やしていって

欲しいのです。多分 、4年後には1000頁 くらいになるのでは



ないかと思っています。

これが一昨日出来上がったOCDで ございます 。もうすぐ

アマゾンでも購入できます。1899円でございますので、外部

の方にご紹介 いただいて、アマゾンで買っていただければ

と思います。もちろん大学関係者 にはお配りする予定です

し、新入生 にはこれを配っていこうと思っています。

PBLとSDL型 学習によるC-PLATS能 力開発

最後になりますが、PBLとSDL型 学習についてお話をし

たいと思います。この2つ の学 習方法は私が数 年間かけ

ていろいろ試行錯 誤しながら知識偏重から能力 開発型授

業への転換 に最も良い手法だとの結論を得たものです。

講 義形 式型 の授業で は、先 ほどか ら申し上 げている

「企業 が求 める人材」は育ちません。これは2月21日 の日経

新聞の記事ですが、ある学生 が東京大 学とエール大学 両

方受 かったというものです 。さて、どっちへ 行ったでしょう

か。彼は親や周 囲の人たちが皆東 大行けと言うので仕 方

なく東大に行ったけれども、講義をただ聞くだけの授 業で

全然おもしろくない。彼は東大の授業 に失望して退学し、9

月からエール大学に入ったそうです。エール大学では世界

から集 まった学生が英語 でディベート、ディスカッションする

とてもエキサイティングな授 業で、「もう黙 っていたらついて

いけない」か ら必死 で勉 強するのです。彼は、「毎日の山

ほどの課題はたいへんだけれども、ものすごくやりがいがあ

る。」と述べています。そして、彼 のような学生が増えてきて

いると記事 にあります 。

この事例か らもわかるように、日本 の大学 はこれでは世

界で取 り残 されてしまいます。日本では秋 田の国際教養大

学が先験的な取組みを行っています。元東 京外 語大学の

学長が同大の初代学 長になったわけですが、東京外語大

学と秋 田の国際教養 大学に両方受かったら必ず秋 田に

行くというくらいまでになっています。なぜなら勉強したい学

生にとってエール大学 同様エキサイティングだからです。こ

の大 学もまさにアメリカ型で課題 がどんどん与えられて、課

題に対して自ら考え、仲 間と討 論する中で知 的基盤能 力

が高まるのです 。これは成長感を得るとともに、たいへん刺

激的であり楽しいということで評価が上がっているのです。

同大は日本 で初めて東大の偏差値を抜いたと話題になり

ましたが、単に知識 だけではなく、知 識という道具を使いこ

なして問題を解決する能力、知 識を使いこなすエンジンと

いいますか、こういったものを養成しているのです。

1日目・第一部/教育改革の座標軸はC-PLATS!

こ れ か ら の 授 業 とC-PLATS・ 芦 原 直哉 キ。リァセ。ター部長

「知識 は力になる。ただし、行動に移 したときだけ。」とい

うリチャード・リーブスの言葉があります。これは川 本学長に

教えていただいたのですが、まさにその通りだと思います。

知 識を持っているだけでなくて知識を使 いこなす。そして

行動 しなければ問題を解決することはできないのです。私

は先ほど申し上げたとおり学生時代 はスポーツと遊びに惚

けて知識 レベルは低かったのです。自慢するわけでないで

すが、高校の時のクラスの順番は53人 中47番 でした。しか

し、さっき申し上 げたようにやる気はある、行動力はある。行

動から物事を考えていました。社会人となって、仕事=課 題

を与えられたら、問題を解決するためにどうしたらいいかを

真剣 に考 え、周りの優秀な人の知恵も借 りました。法律 で

あれば弁護士 に、税務は税理士 に、そしてそれに役立った

のが人脈ネットワークでした。そのようにして困難 な問題を

解 決してきたわけですが、その問題解 決のプロセスで能

力 はもちろんのこと、多 くの知識も習得してきたのです。今

では大学 で教えるだけの知識を習得できました。その意味

では、必要に迫 られて得 る知 識というのが本当に身に付 く

知識であると思うわけです。
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1日目・第一部/教育改革の座標軸はC・PLATS!

こ れ か ら の 授 業 とC-PLATS・ 芦 原直 哉 キャ,アセ。タ.剖、長

問題を解決していくというプロセスのなかか ら能力や知

識 を習得するという問題解 決型、つまりPBL型 の授 業へ

転換 することにより、学生 は自ら知 識を習得しようという意

欲を持つようになります。90分間ただ聞くだけの授 業は1週

間すると忘れるというけれども、授業終了のベルが鳴ったら

忘れますよ50%く らいは…。そして、一晩寝たら7%く らいし

か覚えていないでしょう。人 間は「聞いたことは忘れる。」の

です。まあ、試 験のときにちょっと思い出す程 度です。試験

が終わったらまた忘れてほとんど覚えていない。視聴覚機

材 等を使って映像 で見 せると「見たことは覚える。」ので

す 。ただそれだけではダメで、「実 際に自分がやるとわか

る。」のです。そして「やり続 ければできるようになる。」とうの

が私の考えです。

昨日でしたか、スマップの草薙剛さんが韓 国の本を翻訳

したというニュースもみました。すごいですよね。あれだけ忙

しい人ですよ。彼は10年 前からハ ングルを学び始め、コン

サートでもロケでも何 処へ行っても分厚いハングルの辞書

を持って行って合 間に勉強していたそうです。そして、その

辞書 が書き込みで真っ黒なのです。毎日どんなに忙 しくて
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も勉 強しているそうです。彼 は「努力 は嘘をつかない、裏切

らない。」と言っていました。やり続 ければできるようになるの

です。草 薙さんのように、やり続けるという学生を育てなけ

ればならないと思った次第です。

これまでの多くの授業 は教 師主導型でした。教師が主

導し、教 師が講義内容 を決定し、教師が学習計 画を立 て

てというものです。そうではなくて、学生自らが主 導して学

習す るのがSDL型 学 習です 。実は、PBL型 学 習によって

学ぶことの楽しさ、面白さを実感すると、自ら主 導して勉強

す るようになります。仕事 もそうですが、問題解 決というの

は、苦しみと喜 びの両面があります 。苦 しいけれどそれをや

り遂 げた快感、問題が解決できた快感によって何とも言え

ぬ達成感が湧いてきます。私はこのPBL型 学習とそれから

醸成されるSDL型 学習が能力 開発の二つのキーメソッド

だと考えています。

縦軸に有 能感を、横軸 には自律性を表した図を作成 し

てみました。私 はモチベーションの授 業において、人の動

機付 けの要素 はこの有能感と自律性 の二 つであると教え

ています。自ら課題に挑 戦しやり遂げると「有能感」を味わ

い、次の課題に挑戦 しようと思うのです。逆に、やったことを

財 され、自分 は何 をやってもダメだと思ったらやる気がなく

なります。これ は当然でしょう。それから、やらされているの

ではなく自らの意志でやっているという「自律性」が必要 で

す。私がなぜ学生 時代 勉強が嫌いになったかというと、小

さい時から勉強しなさいと言われた途端に勉 強する気が

なくなってしまったからだと思います 。それを言 い訳 にして

遊 びほうけていましたが、やはり学 びというのは自分 から求

めるものでなくては続きません。社 会人になってから自分か

ら学 びを求めるようになって、学 ぶことが楽 しくてしょうがな

いということになりました。

PBL型 学習は全 ての学生に有 能感を感じさせることが

できます。これまでの日本の小学校、中学校、高校、すべ て

において知識確認型 試験 が中心でした。一夜漬けで勉強

して括 弧穴埋めや4択 形式などの試験 で、君 は39点 だか

ら欠点だとかいって無能感を植え付けるのです。私なんか

本 当に高校 を卒業 できるかどうかという無能感 の塊 でし

た。人間は「お前はできない1できない1」と言 われると本当に

できない人間になります。

しかしPBL型 の授 業というのはそれぞれの能力レベル

で問題を解 決します。問題解 決の答 えはありません。社会

では100%正 しいことなどないのです。90%く らい正しいと



いうことはあるかもしれませんが、例えば、来年景気がどの

ようになるかなんて正解はありません。従いまして、各人が

調査 ・分析をし、問題解 決策 を論 理的に考え説 明し説 得

できるかが重要なのです。そして、ディスカッションを通じて

他者 のいろいろな考え方 を学ぶのです 。その過 程を通じ

て、全ての学生 が自分の能力レベルを認識 し成長 を実感

します。これが有 能感 となるのです。

事例 をお見せ しますと、A君 はパワーポイントなんかでき

ないと言っていたのです が、最終の課題 ではある企業の

戦略や組織の体制などをある程度まとめています。これで

もまだまだ稚拙 かもしれませんが、彼 なりに一生懸命やった

のです。ここでこの程度かとけなしてはダメで、よくやった

じゃないかと褒めてやることが重要なのです。このように1

回達成感を覚えるとまた次の課題にチャレンジしたくなるの

です。従って、最初はこのレベルでいいのです。例えばB君

などは良くできているほうですけれども、ローソンを研 究して

います。セブンイレブンやファミリーマートなどの競合他社 と

比較 して同社 の戦略や組織を研究して、約60枚 のパワー

ポイントにまとめています。これが私の求めるレ・ベルですか

ら当然褒めるのですが、彼としてはもっと良くできたと思っ

ているから逆 にそれほど喜 ばないのです。このようにレベル

とは関係なくそれぞれの努力と成長 を褒 めてやるのです。

そうすると、それぞれ皆が有能感を味わうことができます。

これまでの知識偏 重型教育のように、試験をして君は39点

だからダメといったことで無 能感を味わわせるのではなく、

PBL型 学習は皆が自分 の成長を実感していくことができる

のです。

次の事 例は通信 教育課程の学生 で全 くパワーポイント

を使ったことがないという方でしたが、最 初の課題 はこのよ

うにエクセルで健気にも作ってきたわけです。しかし、最 終

日の課 題はパワーポイントを駆使してこのように素晴らしい

プレゼンテーション資料を作成し、堂々と発表できるようにな

りました。目次 、はじめに、要 約などもきちっと作 成されてお

り、論理的に構成 されています。この程度では満足できるも

のではないとおっしゃられるかもしれませんが、これでも良

いのです。本人 はパワーポイントができるようになったことを

大変喜 んでおられて、仕 事にも早速 生かしているとのメー

ルをいただきました。

PBL型 学習というのは2種 類あり、プロブレム・ベースド・

ラーニングというのが本学 のPBLで すが、もう一つプロジェ

クト・ベースド・ラーニングというのもあります。これはどういう

1日目・第一部/教育改革の座標軸はC・PLATS!
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゜'n印L・SG.t,巨曜 嗣酔山AnI「h

掌習の動樋づ1†に有龍唾と自棉性π品愚、PBLz自 惜を持ち、言口Lτ

自己主碑τ学卑:と1:よL1高い連盾螺・患勘を褥τ掌習量搬宙高南面

識 ㌔臨、一 一レ
i,■`h・ 罰.^.,門'

lI,■ 哩'''"1.

辱臼但

}w4

回■4圏 1「梶 、'・引

コリロ

聖軸m■ 哩暉 ■ゆ80L
ポ ロ1■hi団:門

.」ユ ・1・'一'一.、 冨

d融

i豊革
P鴇f袖

屠i
t]aer?

1'帖Lr抽 一昏1圏 輌edrnI「h世 岨』 ・白引・■臨

P臼L‡s[トLl:よ一」τ.圭て{西学王画[モ{弔能力r:応じコ〔遅月覧{百・有畦q}を

噂bい 、蔓な盈自己の能力皿曼への愚櫃専嵩曲τいく"

P巳L

A冒'i口 甘 ガ'as

unr菖 艸露 罰

A

15a

,.

6叫蝉 」一「

__ノ 加 畠

r一

おう

川孟 。
.」『

.・:・ ・
ゴ■

≡!

.1{

・引 二己1:↓JL

I既く

ト

1'帖Lr抽 一昏1圏_コ 端旺

P臼L仰ρはブqッ⊥クトとプロ:7レ』巴卯二つ押曲告唱r向むは補野那心力1」

キュラ五τ婁僅ず善も帥τ岳り、歯看唯全τの阻1τ 環入τき看.

1陀・咄 価 仙 ・1・・叩1-h一 岨 一一
囑唖馴し,口7:1止f∫ 一」_}鳳弗re..1曜昌F.巾占,■1τ{・τ{FI」 唖fi「司弼f許::.

」F'に 」昌一rr-.唱隔.卍{1.一一eat【:・.

Ij脅'卍 田詑,"'ゴ 心r'日 直」'1'・,'・...」hrmetre■ 寸・:

」=7くr"1'産 」r1「顧

畢
1席曙;rtf ,r:開q.'.'i,yuYxa・1■{」 二亡'⊥苛匿

P且LlF閲hI哩n判■:哩●　暑iminp,

↓7岬lul二
・罧闇 四團E¶ 置「な一`阻 ず:魔'川 擢}Il㍉1り.潮mII」n

'… 酊 「一 届 岬'`:L
.欄 ■F・-1'幽 弔

1●電山曾:酔 圏■甲翠IIArL■,醒 二*#:七 」」門唖1

のかと言いますと、プロジェクトというのはたとえば今回の塩

谷俊監督の映画プロジェクトなど、あるプロジェクトを通じて

グループでプロジェクトをやり遂 げることにより能力を開発

す る手法です。この手法 は非常 に強いチームワークや絆

ができてきます。ただすべての授業 で導入 することは難し

いと言わざるを得 ませ ん。すべ ての授業 に取り入 れるとし

たら、やはりプロブレム・ベースド・ラーニングです。課題を与

えて課 題に取 組み、調査・分 析・アイデア創造・資料作成 ・
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発表・議論を行うことはどの授業にも取 り入れることが容易

だと思います。1年 次からは簡単でもいいですから毎 週課

題を与え、課題をやってくるのが当たり前 という状 態にする

ことが必要 だと思 います。私の授業 は2週 に1回 課題を出

しています。1週 は講義、1週は課題の発 表とディスカッショ

ンです。課 題をやってから講義をしますと学生は講義 内容

を非常に良く理解できます。

この写真 は毎日コミュニケーションズさんが取材 に来たと

きのものですが、このような形で発 表してディスカッションし

ます。どの意見が正しいという正解はありません。ある学生

がA社 は海外に進 出すべきだと言っても、それは反対だと

いう意見も出てきます。そうやっていろんな意見があるのだ

というこということを知ることが大切であり、知 識も増えるの

です。

能力開発に欠かせぬ論述試験

次 に論述 試験ですね。私が非常 勤講 師を始 めた頃 に

試験 の採点 が何 とも大変 で、知り合いの京都の大学の先

生にそのことを申し上 げたら、何とその先生は、「えっ、そう

ですか、お宅の大学ではまだ論述 ですか。」というのです。

うちはコンピュータシステムで4択 形式 のマークシートなの

で採点 はコンピュータがやってくれるから楽 だと言うので

す。小学校 や中学校の試験じゃあるまいし、大学 の試験 に

そのようなものがあるとは思いもしませんでした。4択形 式

の試験 は知識 習得 確認はできても、能力が養成 されるは

ずはありません。やはり、昔から言われる「読み・書 き・そろば

ん」です 。書 くということで能力開発されるのです。

私 は試験課題を6問 出します。その内の4問 が出題 され

ます。だいたい1問 につき600字 か ら1000字 、全部で3000

字くらいを80分 間で書かせ るのです 。書 くというのはものす

ごく力になります。答案 の事例 をお見せ しますと、彼なんか

こういうふうに紙面 が真 っ黒 になるぐらい書 いています。し

かもこの学 生は用紙に書ききれずに裏面まで書いていま

す。これだけ書けるということは、事前 に相当勉 強していま

す。答案を見ると学 生の勉強の度合 いが一 目瞭然です。

勉強 していない学生は書けません。勉強が足 りないと、次

の学生 のように1問 が白紙 となります。それでもあと3問 は

なんとかがんばって書いています。

この課題を出して自分で事前に論述の考えを論理 的に

まとめて試験 に望 む試験 を私はPBL型 試験 と言っていま

す。この試験 にはPBL型 学 習と同様、正 解はありません。



論理的に筋 が通っているか、そして知識をどれだけ習得し

ているかの二点を見 ます。従 って、それぞれの答えがあっ

ていいのです。先 ほど申し上げましたように、知的な思考 能

力、知 的な基 盤的能力 というものを評 価するということで

す。

その書くことの総 仕上 げこそが 卒論ということになりま

す。卒論を書きあげ大学 を出るというのが本 来あるべき姿

なのだろうと思います。

自律性養うPBL型 学習

このPBL型 学習によってまず 自律 性、それから相互啓

発、能力の向上感、そして高い知識の吸収が可能となりま

す。講義型の授業ではほとんどの学生が事前 に私の教科

書を読んできません。課題を出さなかったら、読 めといって

もまず読まないですね。99%読 まない。しかし、PBL型 授業

で課題を出すと、課題 やるために教 科書を一生懸 命読ま

なければなりません。図書館 にも行くのです。最低 限、ネット

で調 べるということはやるわけです。ネットも批判はあります

が、例えば有価証券報告書なんかはダウンロードして調べ

るということは有意義だと思っています。これを繰り返すこと

で基 礎的な知的基盤 能力が養成され、高い学習意欲 が

出てくるのです。

書かせるということでいえばPBL型 学習だけではありま

せん。この間、非常 に参考になったのは短大のFDで 、松 商

学園短大の復習型の事例です。この事例では、授業ノート

を提出させるのです。経済学 の授 業で需要曲線・供給 曲

線とか、IS-LM曲 線 など非常 に初歩的なことを習ってい

るわけですが、このようにきれいにノートにまとめる。学生の

コメントとして、「今 さらようやく円高 と円安がわかりました。

でもすぐに忘れてしまったら意味がないので復習しておこ

うと思 います。」と書かれています。教員 にはかなり負担 が

大きそうですけれども、学生の意欲や能力は非常に高まっ

たということでした。これも一つの方法だと思います。

このように学生 自身にやらせる、書かせる、考 えさせ る、

行動させる、といったことが必要なのではないでしょうか。そ

のためには初年次に学問をするための基礎 的な能力を養

成することが必要だと思 います。私 の場 合は全 ての授 業

で一から教えています。論理的思 考方法、パ ワーポイント

作成方 法、プレゼンテーション技 術も一から教えるのです

が、できれば初年次 の必修 教育でそのような基 礎的な技

法を修得させ ていただきたいと思っています。

1日目第一部/教育改革の座標軸はC-PLATS!

こ れ か ら の 授 業 とC-PLATS・ 芦 原 直 哉キャリァセ。タ.部長

そこで、今日の夜の分科会であるコンピテンシー・ファカル

ティでこれまで述べてきたことについて議論 していただきた

いと思います。最 初はプロジェクトチームの人たちがリー

ダーを務めます。リーダーがそれぞれのコンピテンシーの定

義等 について説明をします。その後、例えばロジカルシンキ

ングでは初 年次にどの程 度まで教えるべきか、またその手

法についてディスカッションしてほしいと思います。

もう一つのテーマはいわゆる専 門科目でPBL型 学習を

どのようにして取り入れられるかです。もう既 に取 り入 れら

れている先生も多いと聞いておりますので、そういった先生

がたの試 行錯誤や成功・失敗事例 などを中心 にディスカッ

ションしていただきたいと思います。

シラバスの授業計 画フォーマットもPBL型 学習を意識 し

たものに新1年 から変 えていきます。システム的には間に合

いませんのでエクセル、紙ベースになりますけれども、右側

の乙欄に課題 と養成するコンピテンシーとそのメソッドにつ

いて記 入していただきます。しかし、少し複雑だという意見

もありましたので、簡略 版も作りました。各週 の授業 計画に

課題 レ・ポート欄を設けています。どのような課題を出す かを

書いていただき、授業1回 ごとに演習型か講義型かを明示

します。私の授業 の事例 では演習と講義を交互 に実施 し

ています ので、このような形で記入 していただければと思

います。簡略版につきましては、10の コンピテンシーの開発

目標レベルを中央右 に記入 していただき、具体的にどのよ

うな課題を与え、発表させ、プレゼンテーションさせ るか、そ

してどのような教育メソッドによって開発するのかを書いて

いただきたいと思います。

ここで、毎 日コミュニケーションズさんが入学案 内に載せ

るということで私 の授 業を受 けた学生 にインタビューした

原稿 をそのままいただいたものをご紹介 します。私のPBL

型授 業の厳しくも楽 しい授業 の感想をヒアリングしたもの

です。

最 初はM君 です。彼は「せっかく大学に来たら勉強しな

くてはならない。けど正直言うと90分 間起きていたことがな

い。今まで何を学んできたかはっきりわか らないけれども、こ

の授業でなら何を勉強 したかがわかる。というのは自分か

ら勉強しないとついていけないから。朝3時 ごろまで勉 強し

て、学校に行って発 表したことは絶対忘 れません。あのとき

は辛かったけれど今となってはいい思 い出です」と述べ て

います。やはり苦 しい思 いをしたからこそ達成 感があるの

ですね。彼 は就職も決めています。
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1日目・第一部/教育改革の座標軸はC-PLATS!

これ か ら の 授 業 とC-PLATS・ 芦原 直 哉 キ。リァセンターp{i長

次 はGPA3.6で 成績優 秀者とされる学 生です 。彼女は

「前に出て発表するというのが苦 手中の苦手 だった。それ

がプレッシャーだったけれど、ちょっと発言するようになったし

自分 が変われた。それで社 会を見る目が変わってきた。」と

述べています。この学生も早々と就職を決めました。

次 は中国からの留学生です。彼 は「能力が伸びたと思

います。2年 のときのパワーポイントを今見 たら全く違 いま

す。」と述べています 。彼は有名大 学の経営大 学院に進

学しました。

T君 も「泣きたくなるほど課題が多い。でも後輩に残 して

ほしい。考えたらパワーポイント100枚 も書かされた。1年の

ときからこのような授 業をもっと増やしてほしかった。」と述

べています。先 ほど申し上げた初 年次からの教 育の改革

の必要性に言及しています 。苦しいくらいの課題をやらせ

るということが必要かと思います。S君も「基礎 がわかって

ないとああいう課題 は難しい、初年次 からやってほしい。」

と同様のことを述 べています。

これらのインタビューは私のクラス全 員です。学力に関

わらずすべての学 生が私 のPBL型 学習に高い評価をし

ていますので、この授業メソッドは成果が出ていると確信し

ております。

さらに、就業 力育成 支援 事業 で取り組 んでいるのが

PBL型 学習で学生が作成 したレポート、論文、作 品、プレ

ゼン資料などを電子ポートフォリオ化 して残 していこうという

ことです。そして、映像によるポートフォリオもその中に入れ

ていく計画です。

このe一ポートフォリオ化により、自己評価 や教 員評価 が一

目瞭然となるとともに、外部評価も可能となるのです。イメー

ジ図をご説明しますと、例えばA君 が私の授 業で7つ の課

題レポート資料を提出し、B君、C君 の提 出状況はどうだと
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いうようなポートフォリオを一 覧で見ることができます 。また、

D先 生、E先生、F先 生の授業と1年 次から全部積 み上 げ

ていきます。卒業時 には学習 した成果を振り返ることにより

自己の成 長が実感できるのです 。1年次と4年 次の制作物

と見比べ るとその成長ぶりは一目瞭然であり、学 生は有 能

感と達成感を味わうことができるのです。そして、外部評価

者にも第三者の目で学生の成長、並 びに本学の教育改 革

を評価 していただく計画です。

評価 においては、先 ほど申し上げましたように学生に対

してネガティブな評価 はしたくないのです。外部評価者にも

それはぜひお願 いしたいと思 っています。先 ほどご紹介し

た学生のように、稚拙だけれ ど精一杯頑張 って彼/彼 女

なりに成 長したら、褒めてあげなくてはいけませ ん。それを

平均より悪いと言って評価するとモチベーションが下がっ

てしまいます。全 くできない学生が少 しできるようになった。

私はそれでいいと思うのです。それで褒めてあげればもっ

と勉強 しよう思うのです。みんなが少しずつ伸 びればいい

のではないでしょうか。これがPBL型 学 習だと考えている

次第でございます。

1日目・第一部/教育改革の座標軸はC-PLATS!

こ れ か ら の 授 業 とC-PLATS・ 芦 原 直哉 キ。リァセ。ター剖、長

少し時 間オーバーしましたが、これをもちまして新 しい

C-PLATS、 そのキーメソッドであるPBL型 学習、SDL型 学

習へ の転 換への取り組 みにつきましての私か らのお話を

終 らせていただきます。どうも長 時間ご清聴 ありがとうござ

いました。

●司会一

芦原先生 ありがとうございました。3時まで質疑応答 の

時 間、あとわずか5分 しかないです がございます。今 のお

話 の中でご質 問、ご意 見あれば、申し訳ございませ んが、

手をあげて合 図くださればと思います。お願いいたします。

ございませんか。

●石毛先生一

現代社 会学部 の石 毛です。質問は1点 だけなのです

が、初年 次教 育において課題を出してほしいですとかこう

いう授業 内容 を取 り入れてほしいというお話をけっこううか

がったのですが、たとえば2010年 度、今年度している初年

次教 育で毎 回課題を出しておりますが、教 えている内容、

パワーポイントも十分か どうかはおいておきまして教えては

います。そういうのをご覧になったうえで不 十分だというご

指摘 、もしくはもっと内容を変えるべきというご指摘 と思って

いいのでしょうか。

●芦原一

もう2週 間で新しい学期が始まるわけで、初年次のキャ

リアデザインご担当の先生がた、内容を考えて詰 めておら

れると思いますので、新C-PLATS能 力開発を意識してい

ただき、今 回のファカルティーで議論していただいて、多 く

の先生がたのメソッドやノウハウを参考 にして更により良い

カリキュラムを構 築していただければと思います。私が考え

ているのは、例えばロジカルシンキングでいえば、すべての

先 生が 同じように教えるためには、私が全 部のクラスに

行って教 えるというのも一つありますが、ちょっとそれはたい

へ んなので、たとえばe一ラーニングで演 繹法や 帰納 法と

いった基本 的論理展 開方法について来年作りこんでいく

というようなこともアイデァとして考えられると思います。

●石毛先生一

一つ
、そこまでじゃないですけれども、そういう課 題をe

ラーニングで出していたりする部分 もありますのでそのへ ん

の批判 だったのか どうかと思いまして。そこをもっと変 えて

もっとこういうのにしてほしいという、変えてほしいというご提

案だったのかなと思ったのですが。今年度のカリキュラムを

変えてほしいと。
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1日目第一部/教育改革の座標軸はC-PLATS!

これ か ら の 授 業 とC-PLATS・ 芦原 直 哉 キ。リァセ。ター音「、長

●芦原一

変 えられるものは変えてほしいということです。良いなと

思ったものは変えてほしいと思 いますし、取り入れるのは取

り入れる。今か らすぐ来年度というのはできないものもある

と思います。例えば、秋学期はこれでやってみようというのも

あるかもしれないし、24年度からはそういったeラーニングも

取り入れるというアイデアもあるのではないかと思います。

●司会一

はい、ありがとうございます。

ほかにございませ んか。川口先生。

●川口先生一

川口です。今の質問は必 修科 目についての石毛先生の

立場からのご意見だったと思いますが、それ以外 に1年 生

の授業としましては100番 台の導入の専 門の授業 があると

思うのですが、非常に人数が多い授業が多いと思います。

そういうものに対して先生がおっしゃるものを活 かすために

は、どういうことを考 えて導 入すべきか ちょっとポイントを教

えていただければと。

●芦原一

ありがとうございます。そこがポイントなのですね。私の授

業の例では本学は割 と人数が少ないですが、他 大学へ行

くと百何 十名のクラスでPBL型 授業をやりますとたいへん

です。一つの教科で7回 、授 業の2回 に1回 は課題を提出

させますか らそれはたいへんです。本学ではYド ライブ、先

生がたもYドライブをおそらく使っておられると思いますが、

Yド ライブでいちいちクリックして、100人 開ける、読むという

ことはものすごくたいへんです。今は履 修人数が20名 以下

で少ないので、まだ何とか頑 張っていますが負担は大きい

です。

実 は、来年畑先生を中心にシステムを開発しておられま

す。そこではさっきのe一 ポートフォリオと連結していて、例え

ば私が課題 を7回 実施するとしたら課 題を掲 載するととも

に学生に一 斉メール配信して、更には今の学生たちです

から携帯へ 転送す るという設 定も行って全員に周知 しま

す。学生 は作成 資料をそのシステムにアップロードします。

アップロードしますと自動 的に一覧表でA君 が何 時何 分何

秒に出した、B君 は出してないといったことが一 覧表で出る

ようになります。例 えばA君 の1か ら7回 目までの課題 提出

状況 は、1回目2回 目は出しているが3回 、4回は未提出、5

回、6回 は提 出しているなどが一 覧でわかるようになりま

す。このシステムは来 年4月 か ら稼 働するということで決
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まっていると伺 っていますので、先 生がたの負荷 はかなり

今のYド ライブと比べますと減ると思います。

●伊藤先生一

伊藤 です。非常 にものすごく頑張っておられるのはわか

るのですが。お聞きしたいのはOCD確 定版です。もうこれ

で変化しない?

●芦原

いや変化 します。

●伊藤先生一

そしたら質問なのですが、ここに出してある到達 目標 と

いうのがありますね。それから到達 基準。それが一貫性が

ないということなのです。たとえば創造 力や計 画力は到 達

目標が一つですよね。この評価は一貫性があるわけです。

ところがその他は3つ4つ と到 達目標がありますよね。それ

に対する到達評価 があるので一貫性がない。たとえば23

頁。分析 力であれば到達 目標 が大 雑把に3つ あります。と

ころがそれに対応 する到達基準 はざっと並べてあるだけ

でどれがどれに対応しているのか、つまり到 達目標が混在

しているということなのです。とすると教育評価の場合これ

はありえない。1つの到達 目標について評価があるというの

が本来の教育評価だと思います。これはちょっと変更という

か検討 していただきたいなと思います。将来学生 にもしこ

れを提供するのであれば、非常に相 違が生 じますので、今

のうちに検討していただけたらありがたいなと思います。こ

れが一つです。

●芦原

それぞれのファカルティーの担当分けして執筆 していま

すので、統一感 がないところも若干あろうかと思 いますけ

れども。このOCD-2011と 書いていますように、不 具合につ

いては改訂 していくつもりです 。初版ですので、そういった

点 はどんどんご指摘 いただいて、より一層いいものにして

いきたいと思います。

●伊藤先生一

では2つ めです。このOCDの 中と今先生がパワーポイン

トのことを言われていたのですが、論述試験 を導入しなさ

いということがさかんに言われるのですが、ようするに全 教

員は論述試験をやりなさいということでしょうか。それとも推

奨されているのかそのへんを。

●芦原

論述 試験を推奨 しております。この話 は私が着任 以来

いろんな先生とお話をしてきました。たとえば半分、半分 は
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論述に変えましたという先生もいらっしゃいます。1題だけ論

述を取り入れてみようということで取り入れた先生もいらっ

しゃいます。今 から来年度 の試験を全部論述 にしましょうと

いうことは今の時点では申し上げておりません。現在のとこ

ろは推奨 しておりますけれども、将 来的には以前のように全

部論述試験にしていただきたいとの希望はもっています。

●伊藤先生

では次の質問です 。長くなって申し訳 ない。これは学生

が自己評価すると同時に教員も評価するわけですか。

●芦原

教員もこのレベルによって評価 をしていただければと思

います。

●伊藤先生一

とす ると、学生 の自己評価であれ ばその学生の 自己認

識の違いから本 当は高い評価をつけるべきなのに低い評

価をしてしまうとか、あるいは自己認識が低い学生はとんで

もない、できると思っているという評価 の仕方があると思い

ますけれど、それをどこで修正するかという問題が出てくる

かと思うのです。そのときに教 員が評価すると思うのです

が、教員によってもいろいろとモチベーションが違 いますの

で、たとえばプレゼンテーションに力 を入 れている教 員はプ

レゼンテーションには目がいくけれどもそれ以外 はいきにく

いということがあるので、評価の統一性 というのがなくなる

と思いますがそれはいかにしたらよろしいでしょうか。

●芦原一

10段 階のレベルがそれぞれのコンピテンシーに書いて

あります。-2か ら7まであります。-2や 一1は 意欲の問題で

す。意 欲がないというのはマイナスの評価にしています。0

レベルは、意欲 は一応 あるけれど知識 が乏しいということ

で、1から3は 基礎的な知識を習得 してそれを使えるように

なるというレベルです。さらにチーム、グループ、集団で実施

する能力、あるいはその中でリーダー的な存在 になれるよ

うな形のものが4、5、6、7です。これは社会 人のレベルとい

うことで、たとえば通信の学生さん、社 会人の学生もおられ、

バリバリ仕 事をしておられる方もいます。パワーポイントなん

て先 生よりうまいよという人もいるかもしれません。そのような

学生にも適用できるようにしています。

●藤田(昌)先 生一

質問。今通信と言う言葉 が出ましたので質問させていた

だきます。これは通信 の学生 にも適用 するということです

ね。

●芦原

通信の学生にも適用できるものだと思っています。

●藤田(昌)先 生一

いやそうじゃなくて、させるのですか、させないのですかと

いうことです。

●芦原

通信 でするかどうかはこれから進め方、あるいはやるの

かやらないのかも含めて進めていきたいと思っております。

●司会

ほかにいかがですか。この後の第2あ るいは第3の 分科

会での議論でもご質問あるいはご意見 を言っていただけ

ればいいかと思 いますので、この場 はここで終了させ てい

ただいて、一旦休憩を取りたいと思います。
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